
	番号
	見出し／本文
	やさしい日本語

	11
	地震　避難する際の注意点（１）
都市部では、できるだけ車を使わないでください
	地震 (じしん)　逃 (に)げる時 (とき)に注意 (ちゅうい)すること（１）
都会 (とかい)（人 (ひと)が多 (おお)い街 (まち)）では、できるだけ車 (くるま)を使 (つか)わないでください

	
	移動のとき、都市部では混雑が予想されるので、できるだけ車を使わないようにしてください。
渋滞が起きて、消防車や救急車などの緊急車両が通れなくなるおそれがあります。
車を停めるときは、ほかの車から少しでも離れた場所に停めるほうが安全です。
車の燃料タンクには、燃えやすいガソリンや軽油が入っているので、1か所にまとめて駐車すると、火災が起きたときに燃え広がる原因になります。
大勢の人が避難している場所の近くに車を駐車することも危険です。
車から離れて避難する場合は、緊急時に車を動かせるように車の鍵をつけたままにしてください。あとで自分の車だと証明できるように、車内から車検証などを持ち出して、保管しておいてください。
	逃 (に)げるとき、都会 (とかい)（人 (ひと)が多 (おお)い街 (まち)）では道 (みち)が混 (こ)むので、できるだけ車 (くるま)を使 (つか)わないでください。
道 (みち)が混 (こ)んで、消防車 (しょうぼうしゃ)や救急車 (きゅうきゅうしゃ)が通 (とお)れなくなります。
車 (くるま)を停 (と)めるときは、ほかの車 (くるま)から少 (すこ)しでも離 (はな)れた場所 (ばしょ)に停 (と)めるほうが安全 (あんぜん)です。車 (くるま)が燃 (も)えて火事 (かじ)になったとき、危 (あぶ)ないからです。
たくさんの人 (ひと)が逃 (に)げている場所 (ばしょ)の近 (ちか)くに車 (くるま)を停 (と)めると危 (あぶ)ないです。
車 (くるま)を置 (お)いて逃 (に)げる場合 (ばあい)は、緊急 (きんきゅう)のときに車 (くるま)を動 (うご)かせるように車 (くるま)の鍵 (かぎ)をつけたままにしてください。あとで自分 (じぶん)の車 (くるま)だと証明 (しょうめい)できるように、車 (くるま)の中 (なか)から車検証 (しゃけんしょう)などを出 (だ)して、大切 (たいせつ)に持 (も)っていてください
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